
水疱性国内炎
ウイルス

)lE 2010 May 27

米国における水疱性口内炎ウイルス:発生日 2010年 5月 17日 、最初の確定日 2010

年5月 26日 、報告日 2010年 5月 27日 、原因 水疱性日内炎ウイルス。2010年 5月 17日 に
ARIZONAで 水疱性国内炎ウイルスのアウトブレイクが発生した。飼育頭数は乳牛5頭・
ウマ科5頭、確定例はウマ科3頭であつた。

チクングニヤウ
イルス感染

CDC,/Traveler's
Health 2010 April 7

2010年 4月 7日 現在のアジアおよびインド洋におけるチクングニヤ熱のアウトブレイクに
ついてCDCが報告した。当該地域における最近のチクングニヤ活動の高い地域は、イ
ンドネシア、タイおよびマレーシアであり、各国のアウトブレイク状況が示された。医者
へのアドバイスとして、チクングニヤはマラリアやデングと発熱・悪寒・全身筋肉痛など
の症状が似ているが、テクングニヤにおいては、急性期後に関節痛や関節炎が長引
き、リウマチの検査が必要かと思われることがある。また、当該疾病が報告されている
地域への渡航者に向け、露出している肌への虫除けの使用など、アドバイスも掲載さ
れている。

黄熱

〕DC/MMWR 2010;
,9(5):130-132

February 12)

Ю09年 4月 、プラジ′Иこおいて母親が分娩後に黄熱ワクチンを接種し、黄熱ワクチンウ
イルスが母

'tを

介して乳児へ伝播したとの報告がなされた。乳児はほぼ母乳のみで育
Ь、生後23日 に抗痙攣薬に治療を要する発作で入院し、髄膜脳炎の治療のため抗菌・

クイルス剤が投与された。乳児のCSF(脳 脊髄液)からは1フDD黄熱ワクチンウイルスが
実出され、血清およびCSFに 責熱特異的な贈M抗体も検出された。調査の結果、乳児は
母乳を介した責熱ワクチンウイルス感染と特定され、黄熱ウイルスの曝露が選けされな
ハもしくは延期できない場合を除き、授乳中の女性への黄熱ワクチン接種は行うべきで
まない。

デング熱

\ABB Annual Meetint
rnd TXPO; 2009 Oct.
l4-27: New Orleans

.Transfusion 2009; 49

;uppl. S66-030G)

プエルトリコ(PR)では2007年 に2005年のアウトブレイクより更に大きなデング熱アウトブ
レイクが起き、この間の供血者におけるデング熱ウイルス血症の割合について調査が
行われた。調査用に保存された供血サンプルは米国およびPRで輸血されたユニットで
あり、TMA(transclp● on med● ted amメ面cation assay)で 初回陽性(h籠Jし reacJvoIR)

であったサンプルは再検査が行われ、再度陽性(repeat reacJvα RR)を 示した場合には
追加の検査が行われ確定された。検査が実施された15,350試 料のうちIRは 28、 RRは 25

試料であり、陽性の割合は1614で あつた。陽性血液のうち12例 (1533)がPRか ら米国に
輸出され、13例 (1689)がPRに残つた。RRサ ンプル中約半数はlgM陰性で高力価ウイル
ス血症を示し、細胞培養検査において感染性が認められた。デング熱が流行している
間は供血者のスクリーニングの措置が検討されるべきである。

デング熱
〕DC Travelers
lealth(2010 Apハ 119)

米国CDC(Ceters for Dヽ ease Contrd and Prevention】 こよる海外渡航者向けアウトブ
レイク情報が更新され、熱帯および亜熱帯地域でのデング熱について情報提供され
た。2009年初頭以降、デング熱症例数の増カロが世界の数地域から報告されており、ア
フリカ・南太平洋・中央/南アメリカ、カリブ海、及び中東におけるデング熱の状況が報
告されている。旅行者へのアドバイスとして、蚊にさされないように防虫剤の使用を薦め
ており、幼児・新生児への対応および服装について等アドバイスしている。また、症状は
発熱・激しい頭痛・目の奥/関節/筋 肉痛・紅斑・吐気/嘔吐・出血症状などであり、予防
のためのワクチンや治療のための特別な治療薬はないため、解熱などの処置が行わ
れ、出血の可能性があるためアスピリンや非ステロイド性抗炎症薬の使用をさけるこ
と_またt早期発見・早期治療が死亡のリスクを下げることにつながる^

吹白髄 炎
ProMED― ma‖

200910313768[2]

バキスタンの不安定なスワット地域で過云4か月にポリオ患者13人 が確認されたが、そ
の主な理由は、予防接種する医者が1年以上も子供達にアクセスできなかったためで
ある。政府軍とタリバン武装勢力の強烈な戦いは2009年 5月 から始まり、軍事作戦は7

月に終わつたが、武装勢力のためポリオ撲減チームは近づくことができなかつた。パキ
スタンでは、2009年(10月 まで)に62ポリオ症例が確認され、うち35例は北西部境界地区

コ蹄疫 OIE 2010 March l

中国における日蹄疫:発 生日 2010年 2月 22日 、最初の確定日 2010年 2月 28日 、報告
日 2010年 3月 1日 、原因 口蹄疫ウイルス 0型。2010年 2月 22日 にGUANGDONGで 日
蹄疫のアウトブレイクが発生した。飼育頭数はブタ8.382頭 、確定例はプタ1.474頭、死
亡例0頭、屠殺8,382頭であつた。

コ蹄疲
PrOMED― ma‖

201003010672

2010年 2月 、ベトナムSon La省 の二つの地区で口蹄疫が広がっており、水牛およびウシ
235頭、プタ180頭が感染した。感染地域では感染阻止および撲滅の措置を講じてい
る。

パルボウィルス
31ood l14(17):3677-

3683;2009 0otober

22

成分輸血によるパルボウイルス319感染を評価するために、供血者と受血者の関係が
既知である保存血液検体およびB19V DNA定 量可能なPCRを用いて819V感 受性(抗

319V lgG陰性)である受血者のB19V感染について調査した。105名 の供血者から112

のB19V DNA陽 性の成分輸血を得て、輸血前のB19VLG陽 性率が78%で ある手術患者

に対する輸血を評価した。B19V DNAが 101u/mL以 下である成分輸血を受けた受血者
24名 には感染が認められず、B19V DNAが 10101u/mL以上である成分輸血を受けた輸

血前の抗体陽性である受血者1名 に既往反応が認められた。B19V DNAが 10。 10/mL以

下である成分輸血からは感染は起こらない、もしくは、まれであることが示唆され、献血
の定常的なスクリーニングにB19V DNAの NAT検査は不要であることを支持している。

パルボウイルス
:merging infec● ous

)iseases 16(3):561-

,64 March 2010

PARV《 parvourus 4)は 2005年 にB型肝炎陽性のlDUGttecJon drug user)か ら検出さ
れ、また、古い血漿試料から調製されたヒト凝固因子濃縮製剤にも頻繁に検出された。
健康ブタの血漿試料および血友病患者に使用されたブタ血漿由来第8因子濃縮製剤
(1994-2001年 調製)からPARV4様ウイルスをスクリーニングした。その結果、血漿試料
におけるPARV4様ウイルスの保有率は比較的低かつたが、ウイルスはプタ血漿由来第
8因子の製造中に濃縮されることで検出されたことが報告されている。

ウイルス感染
:merging lnfectious
)isease 15(11):1830-
| 832 November 2009

MAYV(MayarO Mrus)はアルファウイルス(Alpha● rus)属 トガウイルス(Togaurus)科 に属
し、genotypeDお よびLの 2系統が確認されている。2008年 2月 、プラジル北部サンタ
バーバラにある村でMAYVの アウトブレイクが起こり、患者は発疹、発熱および重篤な
関節痛が最長7日 間続いた。患者血清検体のLMをELISAで検査した結果、36検体から
MAYVlこ対する:gMが検出された。MAYV分 離株3株がgenotypeDと確認され、また、村
で捕獲した蚊にはMAWの主要な媒介蚊であるHaemagogus」 anthい。mysが含まれてい
f‐

ウイルス感染
(ヘンドラウイル
ス)

)roMED― ma‖

101002030366

ブタが致死性ヘンドラ(Hendra)ウ イルスに感受性があり、ブタを介してヒトに伝播する可
能性があることをカナダの研究者が報告した。ヘンドラウイルスはオーストラリアでのみ
発生し、野生の果実食コウモリによって媒介され、ウマは感染したコウモリの排泄物か
ら感染する。ウマからヒトヘの感染は7例あり、うち4例は死亡し、直近の死亡2例 はウマ
の獣医師であった。カナダにおける研究では、ヘンドラウイルスを接種したブタ(2種類)

は発熱・衰弱を呈し、接種後2-5日 に全頭からウイルスが検出された。また、
Oueendandの ブタ100頭の群れの血清を検査した結果においては、500検体中にヘンド
ラウイルスに対する抗体は検出されなかつた。

ウイルス感染
Transfusion Medicine

2009: 191213-217

アルブミン溶液、PTC(プ ロトロンビン複合体)およびFIX(血液凝固第lX因子)から319V
レヾルボウイルスB19)お よびT rv(torque tenO● rus)を除去するナノフィルトレーション
の可能性を評価した。実験の規模を小さくし、各製剤に各々のウイルスDNA陽性血清
を添加し、35nmに続いて15nmの ナノフィルトレーションを行った。ウイルス量の測定はリ
アルタイムPCRによつて行われ、15nmナ ノフィルトレーションは3製剤から819Vについて
4創og以上の除去能を示し、T rvlこ っぃては、15および35nmナノフィルトレーションによ
リアルブミン溶液およびFIXか ら各 3々 0og以上の除去能を示した。また、これらの処理
後、ウイルスDNAは測定されなかつたが、一方、15nmナノフィルトレーション後のPTCで
はTTVが検出された。

ウイルス感染
(ヘンドラウイル
ス)

″さt Res(2010)
11:33

DO110 1051/vetres/2
)10005

ブタに人畜共通感染ウイルスであるヘンドラウイルス(HeV)を 接種する実験を行つた結
果、ブタが宿主となることが示された。実験には2種類のプタが用いられ、Hev接種され
た全頭に発熱・抑制が発現し、接種後5日 には呼吸器徴候や7日 には神経学的徴候を
示すブタもいた。接種後2-5日 では全頭の日・鼻・直腸より、接種後3-5日 では眼より
HeV M遺伝子がReJ■ meRIPCRにより検出された。ウイルスRNAは、感染初期に主
に呼吸器およびリンパ系から組織へと分布し、ウイルス分離によリウイルス感染が確霊
された。また、病的変化およびウイルス抗体による免疫組織学的染色は、ウイルスの
組織分布と一致した。ブタはHev感 染に感受性があり、ヒトヘの感染を仲介する宿主と
なる可能性が示唆される。

BSE

・CFIA(March 31

2010)

・Meat Trade News
Dally(March 16 2010)

・Reuters(March 10
2010)

'カ ナダCFIA(Canadan Food hspeo● on Agency)は2010年 にカナダで確認されたBSE
BoMne spon」 fOm encephJopathy)症 例についてのリストを公開しており、2010年 3月

31日 現在、2月 25日 にアルバータ州の肉食用雌牛(71ヵ月)が BSE症例と確認された。
・カナダで17例 日となったBSEの発見は、利害関係のある業界には2月 25日 に連絡が成
されたが、メディアや一般に向けての公表はなかった。このBSEの 新規症例公表に関す
る取り決めは2009年 8月 に決定され、一般にはCFIAの ホームページ上で情報提供され
る。新規BSEは、カナダで最もBSE発生の多いアルバータ州内で、6歳 のアンガス黒牛
についての監視プログラムで検出された。カナダでは2009年 には5月 に1例、2008年に4

例、2007年 3例、2006年には5例 のBSEが発生している。
・カナダで検出された新しい17例 目のBSE感 染牛は2004年 2月 の出生であり、
(ne」 tbに statusへの更新は、BSE例の最新出生年から11年以内は申請できないた
め)OIE(Wo‖ d Orga市 zaton for A市 mJ Health)に よるnsk statusの 更新は2016年へと延
期されるであろう。BSE感 染牛は屠殺処分され、牛肉取引には影響はなかった。

クロイツフエリレ
ト・ヤコブ病

eヽuropathdogy 29(5)

625-631:2009
0ctober

日本C」Dサーベイランス委員会 (CJD Survemance committee】 こより、最近の9年間で
登録された患者に行われた医療(外科処置、脳神経外科処置、眼科手術および輸血)

が調査された。孤発性C」 D(sporadc CJD)753名 と対照被験者210名 から成る症例対
照研究において、プリオン病がsC」D発症前に調査対象の医療を介して伝播したことを
示すエビデンスを見出せなかった。これまでに報告された症例対照研究のレビューに
おいて、輸血がC」 Dの有意なリスク因子であることが示された事はなく、本研究も同様
の結果であつた。本研究において、sC」D患者の45%はsCJD発 症後に手術(08%が 脳
神経外科処置および19%が眼科手術)を受けており、sCJD発症後ですら手術(脳神経
外科処置および眼科手術を含む)を受けた患者がいる事実は、医療処置を介したプリ
オン伝播の可能性を除外できないことを示唆している。

クロイツフエリレ
ト・ヤコブ病

Neuropathdogy 201Q
30(2):159-164

DRNP(p‖ on prOtan gen。 )のコドン180番目に点変異のあるCJD(Crenfettt―」akob
Jseas● )の死亡例の報告である。フ7歳女性は不安定な歩行、続いて認知症・手足/体幹
の運動失調となり、発病から26カ 月後に肺炎で亡くなつた。剖検の結果、大脳皮質には
顕著な海綿状態・神経細胞消失・星状細胞のグリオーシスを認め、多くの老人斑
(stagec)お よび神経原線維変化 (stageⅣ )を認めた。PrP(ptton prOteh)の 免疫染色
の結果、大脳皮質、特に海馬に粒状および斑点状のPrPが検出され、殆どの斑点状
PrP沈着はアミロイドβプラークと一緒に存在し、本症例では、比較的強いPrP沈着とア
ルツハイマー型病変の同時発現が顕著であつた。アミロイドβプラークがPrP沈着を促
進する要因として作用しているかもしれない。
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異型クロイツ
フェルト・ヤコブ
病

PToMED-marl
20100r07.0076 [1]
(UK: National CJD
Surveillance Unit -
monthly statistics as

英国C」 Dサーベイランスユニットの月間統計によると、2010年 1月 5日 現在、2009年 の
確定もしくは疑いvC」 D患者の総数は170名 (死亡:166名 、生存:4名 )である。2009年 に
2名 のvCJD新 規症例が登録されたが、英国におけるvC」 Dアウトブレイクは減少してい
るとする見解と一致している。

異型クロイツ
フェルト・ヤコブ
病

Haemoph‖ ia 2010,1

9

英国において、vC」D(vanant creutzfe dt Jakob asease)の リスクが高いと考えられる
が、神経症状を呈しない血友病患者17例 (剖検11例 および生検フ例)につき、疾病と関
連のあるPrPrOs(protease― redstant p“ on proteh)の 検出を検討した。1剖 検の牌臓組
織はウエスタンプロット解析の結果、PrPros強陽性を示した。組織の由来元である73歳

男性患者は、神経症状を発現しなかつたが、プリオン蛋自のコドン129番 目がヘテロ型
(メチオニン/パリン)であり、vC」 D感染ドナーからの供血を含む(もしくは不明な)第 ull

因子製剤を投与されていた。他にも赤血球製剤投与や外科手術、内視鏡を経験してお
り、諸要因を介する関連リスクのうち、英国血漿製剤投与からの感染が最も示唆され
る。

異型クロイツ

フェルト・ヤコブ

病

JK Department of
'|ealth, SaBTO
Summary of the 8th
vleetins); 2009
fctober 27

英国SaBTo(Adusory Committee on the SaFety Of Blood,Tissue and Organs)の 弟8回

会議(2009年 10月 27日 開催)の要旨が示されている。プリオンフィルターについて、プリ
オンフィルター処理赤血球の安全性を評価する臨床試験(PR:SM tHaDおよび同製剤の
有効性評価からの新しいデータがvC」 Dワーキンググループから報告された。臨床試
験の初期結果は有望であったが、この試験には完了までに時間がかかる事が分かり、
動物を使用した内因性因子による有効性研究からデータが得られるのは2014年 にな
る。これらの情報と分析から、委員会は1本フィルターが感染を低減する十分な証拠
が現在はあるとし、2 PRISM臨 床試験の完了を条件とし、フィルター処理赤血球は
1996年 1月 1日 以降に生まれたヒトヘの提供を推奨する。

異型クロイツ
フェルト・ヤコブ
病

AABB Weekly Report
16(10)2010 March
12

NIH(NationJ hsitute of Health)の 研究者はマウスにおいてプリオン関連の障害の特
徴であるスポンジ様の脳損傷を引き起こきないプリオン病の新しい形状を報告した。こ
の新しいプリオン病は脳アミロイド血管障害によるヒトの脳動脈を破壊するアルツハイ
マー病と似ている。本研究は、プリオン病の徴候が多数発現したが、プリオン病を代表
するニューロン内外のスポンジ様の穴は観察されず マヽウス1出には動脈、静脈および
毛細血管の損傷により血管外で捕捉されたプリオン蛋白プラークが蓄積されていた。

異型クロイツ
フェルト・ヤコブ
膚

Transfusion 50(5)

980-988

プリオン除去フィルターを用いた赤血球からのプリオン感染性の評価に、新しい高感度
細胞培養を用いた研究報告である。1-2日 培養のABO適 合性ヒト赤血球にスクレイピー
感染マウスの1出ホモジネートが添加され、標準の自血球除去フィルターもしくはプリオン
除去フィルターにより濾過を行つた。フィルター除去前後におけるプリオン感染性のレベ
ルが、細胞培養を用いたSSCA(standard scrapb cdl assay】 こよつて測定された。その
結果、全ての22層プリオン除去フィルターはSScAの検出限界を下回り(≧

2α oξ
OLD50)、 _方、10層の改良型では濾過後に感染性が残存していた。本h Mtr。感

染性アッセイは、輸血を介した異型クロイツフェルト・ヤコブ病感染リスクを減じるための
装置のスクリーニングや発見に貢献するであろう。

71
レンサ球菌感
染

pLoSONE 2010:5(1洸

98795

GBS(Group B Streptococcus)の 異種間感染を調査するために、68家 族およびその家
畜を対象に前向きコホート横断研究を行つた結果、ヒトで123%(154例 中19例 )、 動物で
17%(115例中ウシ・ヒツジ各1例 )の GBSが検出された。MLST(mu‖略cus sequenco
typhg)を 用い、8種類の遺伝子型も同定された。また、GBS定着の認められた夫婦は、
家畜である仔牛にもGBS定着が検出され、GBSの型は夫婦の型と一致した。質問書の
データを多変量解析したところ、畜牛との接触はGBS定着を予測する結果となった。
GBSは人畜共通感染の可能性があり、公衆衛生措置を必要とする結果が提示された。

7
コリネパクテリウ
ム

:merging infectious

,Isease 15,1014-1315

ブタと接触のあったヒトにおける重篤なC utterans(Corynebactenum ulcerans】 こよるジ
フテリア類似症状の報告である。2007年 12月 、ドイツで56歳女性農業従事者が1週間に
亘る咽頭痛および進行性味下障害のため入院し、広範囲の日腔咽頭の偽膜によリジ
フテリアが疑われ、その自色偽膜の咽頭スワブからは毒素産生性Cuに eransが 培養さ
れた。発生源を特定するため、患者家族および家畜動物の調査が行われ、家族全員と
イヌはC dcerans陰性であったが、プタ19匹 中1匹にC dcerans毒素産生株の保菌が認
められた。ヒトおよびブタ株間のrpoBおよびtO頬己列は100%相同性を示し、また、リボタ
イピング解析の結果、ヒトおよびネコに認められるUlリ ボタイププロファイルと類似して
1ヽス
「
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炭疸
iMA News.W 20'10
:ebruary 28

フィリピンのCagayanで死亡した2例 は感染した動物の肉を摂取し、炭疸菌による死亡と
に察されており、また、150人以上が病院に運ばれたとの報告もある。この地域では、
昨年、同じ種類の細菌が同じ町の住人数名に感染した経緯があり、死亡の原因究明の
ための診断を行つている。細菌は土壌に10年もしくはそれ以上残存しているため、死亡
した動物を摂取しないよう勧告しており、また、患者および住民には炭疸病の治療薬が

磨
与された。感染が疑われる地域での家畜動物は、直ちに処分するよう警告がされ

炭疸
DroMED― ma‖

201005201677

κ国サウスダコタ州南部中央のSbux郡で1例の炭疸例が発生し、ノースダコタ州北東
椰・南東部・南部中央での報告が殆どであったのに対し、今回、初めて確定例が検出さ
にた。ノースダコタ大学は家畜生産者に対し、動物への炭疸ワクチン接種について、特
こ発生歴のある地域に対しアドバイスを行っている。ワクチンによる免疫獲得には約1

旦間かかり、約6カ 月で弱まるため、接種計画を確認すること、また、前回発生例の6マ

イル以内では接種をすること等の勧告が記載されている。

結核
〕HEST 136(2):2009
uヽgust

イランにおいて、MDR(mJJdrug redstant)― TB(tuberculost)患 者におけるTDR(tota‖ y

」rug¨resttant)もしくはXDR(extens～ev drug redstant)TBの新しい型が検出された。分
蛙されたMycobacte‖ um tubercubJs株 の1次および2次治療薬感受性が試され、
spdigotyping法 およびVNTR(vattaЫ e numbers of tandem repeats】 こより、XDRもしくは

'DRで
あるか同定された。146の MDR― TB株のうち、8株(54%)がXDRであり、15株 (103"

がTDRであった。MDR― TB患者が受けた平均的な治療期間と薬剤は、5剤 の15ヵ 月投
与による2ヨースであり、全研究症例のh vtrOlこ おける薬剤耐性で共通するものは、
NH(に o‖ aJd)およびRF("fam口 ch)で あつた。XDRもしくはTDR株 は移民(アフガニスタン
人・アゼルバイジヤン人・イラク人)およびイラン人のMDRIB症例の両者から集めら
れ、塗抹および培養は2次治療薬を培地中に18カ 月間添加しても陽性であつた。
SpdtOty● ng法により明らかとなったM tubercJodsの スーパーファミリー(Haanem・

Be」 ng・ EA:・ CAS)は異なるVNTRを 示し、MDR― TB症例間で最近おきた伝播ではないこ
とが明らかとなった。異なる国のMDR― TB患者からTDR株が分離された事から、アジア
諸国での拡散の可能性が懸念される。

拮核
DrOMED― ma‖

:01001070065

米国Yankton Countyの 乳牛群で1頭の3歳 牛にウシ結核陽性が確認された。州の獣医
師は、乳牛群に対して追加検査を通して検疫が行われており、現在、確定症例は1頭
つみであるが、必要な措置を講じていると説明した。

皓核
DroMED― ma‖

201003250948

米国Emmet Countyのウシ1頭が、定期ウシ結核サーベイランス検査の結果、ウシ結核
場性を示した。この農場から半径10マイル以内のすべての乳牛群は、6カ月以内に検
奎が行われる予定であり、全例が陰性であれば、元のスケジュールに戻される。他に、
野生オジロジカではウシ結核は継続的に存在しており、鼻と鼻の接触で感染することか
Ь、乳牛の餌が感染したシカの唾液などから汚染される事で、より感染が起こりやすく
なる。

結核
ProMED―ma‖

201004091144

米国Nebraska州 北部で1頭の新しいウシ結核症例が検出され、フつの乳牛群が検疫下
に置かれている。ウシ結核が感染した乳牛からヒトヘ感染することはまれであるが、牛
肉は適切に処理され、ミルクは殺菌されている限り、食べ物を介したウシ結核の拡散の
危険はほとんどない。2009年 6月 に2例 がRook Countyで検出され、Nebraska当局は
22,000頭 の乳牛を検査したが、今回の調査はこの時よりは小さいと予想している。

結核
DroMED― ma‖

201005281768

米国ケンタッキー州で2頭の乳牛にウシ結核陽性が確認され、3頭 目は検査中であると
服告された。最初のウシがベンシルベニアで屠殺される際に陽性が確認され、他の疑
ハ2例 中1頭が検査の結果陽性であった。この3頭は食肉として流通しておらず、また、
ウシ結核がヒHこ感染するのは稀である。

サルモネラ

へntimicrobial Agents

and Chemotherapy;

2010:54(1):551-553

アイルフントの塚萬における、FA颯セフアロス不リン耐l■であるSdmondh enteHca
Юrovar Kentuoky(S Kontucky)の 出現についての報告である。2000年 1月 -2008年 9月

こアイルランド国内でヒトおよび動物から検出されたS Kentucky925株 は、すべてセファ
コスポリン感受性であつたが、2008年 10月 -2009年 3月 では115株のうちフ株がセフォタ
キシムおよびセフタジジムに耐性であり、セファロスポリン耐性株はニワトリおよび鶏舎
防塵から分離された。分離株のβラクタマーゼ遺伝子(bb)を解析した結果、bhcMY 2遺

=子
は3株およびbLsHv.2遺伝子は4株に検出され、いずれも家禽由来S Kentuckyから

ま初めてである。また、分離株につき、PFGE(PJsedttdd gd dectrophoreds)、 Chss l
ntegronな どの結果が示された。アイルランドでは、家禽生産にセファロスポリンの使用
ま承認されていないが、アモキシシリンの使用がβラクタマーゼを産生し維持する選択
王となっている点に着目が必要である.

コレラ
VH0 31(84〉 309-324
:009」 uly 31

2008年の世界各国のコレラサーベイランスの要旨がWHOか ら報告された。2008年に
WHOに 報告がなされたコレラの症例数および報告国は2007年 より増加し、症例数につ
いては76%および報告死者数は275%増加し、2008年のCFR(oase― fatJ ty rate)は 27%
であつた。死者数の98%は アフリカ大陸からの報告であり、22カ国ではCRFは 149%、 5

カ国では55143%であった。WHOは下痢性疾患の62アウトブレイクを検証した結果、34
カ国における55(89%)は コレラアウトブレイクと確認され、45(32%)は アフリカ、10(18%)は

アジアであつた。また、感染のパターンおよびアウトブレイクについて、アフリカ・アメリ
カ・アジア・ヨーロッパ毎に概説されており、ワクチンについても更新情報が報告されて
い′3^

8 ブルセラ症
)lE 2009 Septembor
:1

スイスにおけるブルセラ症 :発生日 2009年 9月 9日 、最初の確定日 2009年 9月 16日 、
報告日 2009年 9月 18日 、原因 ブタ流産菌(Brucdtt s面 s)。 2009年 9月 9日 にGENEVE
でブルセラ症のアウトブレイクが発生した。飼育頭数ブタ52頭、確定例ブタ39頭、死亡
例1頭、居殺例38頭であつた。

ブルセラ症 )lE 2010 February 9

ドイツにおけるブルセラ症:発 生日 2009年 12月 2日 、最初の確定日 2009年 12月 18

日、報告日 2010年 2月 9日 、原因 ブタ流産菌(Brucdh s面 s)。 2009年 12月 2日 に
BRANDENBURGで ブルセラ症のアウトブレイクが発生した。飼育頭数ブタ38頭、確定例
ブタ5頭 、死亡例0頭、屠殺例5頭であった。

ブルセラ症
)roMED― ma‖

200912154249

米国ldahO群でブルセラ症陽性の2頭 目の動物 (早L牛 )が確認され、この群内のすべて
の動物が検査され、ほとんどの結果が出ている。前週、ブルセラ症の疑いのあつた1頭

目(ワ クチン接種されていた15歳ウシ)は、更なる検査の結果、未感染であつた。感染
源は不明であるが、接触のあったヘラジカもしくはパイソンによると考えられている。乳
牛の移動により、ブルセラ症が州を越えて蔓延する事が懸念されており、ブルセラ症フ
リーのCJifornh州 は現状を保ちたいとしている。
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ブルセラ症
)roMED― ma‖

と0100401 1048

米国nOrthwestem Wyomhgの ヘラジカ群でブルセラ症が増加しており、最近の浮L牛の

ブルセラ症例はヘラジカから広がったと考えられている。ブルセラ症の増加の仮説とし

ては、ヘラジカの密度が高くなつたために、ヘラジカ間のブルセラ症感染頻度が高くなつ

た、もしくは、診断検査が、発病率が高くなっている他 の病 気との交差反応を起 こしてい
スル1、 お面白L性 ■

'著
ラス翡f_

ボツリヌス中毒
proMED―ma‖

201004041084

米国WisconshttRusk Countyで 、ある一家のウマ5頭が死亡し、また近くの晨家では乳
牛が死亡していることについて、獣医師はボツリヌスによる疾病であると報告した。ボツ
リヌス毒素が上壌から検出されており、ウマの飼料である馬草に胞子が生えたと予測さ
れている。ウマがボツリヌスに罹つた場所を特定するために、農場由来の馬草が検査さ

クラミジア
nfection,Genetics

and Evolution 9;

1240-1247:2009

フランスにおいて、家禽屠殺場の従業員3例 に非定型肺炎がおき、10の養鶏場で疫学
調査が行われた。25調査群中14群にクラミジア関連因子が検出され、オウム病クラミジ
ア(CHamydOphb psttad)が 検出されたのは陽性群中1群のみであり、これまでに分類
されていない新規クラミドフィラ属の存在が明らかとなつた。更に6陽性群からクラミジア
菌を分離した結果、すべてのサンプルにおいて16s rRNA遺 伝子配列の相同性はほぼ
一致し、また、現在認められているクラミドフィラ属の株とは異なるが、同属であることが
示された。一方、ompA遺 伝子の配列は分離菌間で大きく異なつた。各農場はこの新し
いクラミジアの異なる株によつて感染されたことが示された。

細菌感染
「ransfusion 49:2152-

2157:2009 0ctober

日本において初流血除去導入前および導入後の血小板濃厚液(PC)の 細菌汚染頻度
を調査した。日本赤十字社が供給する、初流血除去導入前および導入後の有効期限
切れPCを 用い、保存から4日 以上後に血小板検体をサンプリングし、好気性および嫌
気性ボトル双方に10mL量を接種した。その結果、細菌汚染は初流血除去導入前後で
Dlフ %(36/21,786)か ら005%(11/21,783)に減少し(減少率71%)、 このうちacne菌を除いた
臨床的に重要な細菌の汚染件数は4件(0018%)で あつた。本結果より、初流血除去の効
果は細菌汚染頻度において顕著であつた。また、細菌汚染頻度は西欧諸国と同等であ
り、培養スクリーニング検査は非実施であるにも関わらず、日本ではPC輸血後の敗血
症反応の発現頻度が低いのは、日本でのPCの 保存期間が72時間と短い事が理由とし
て考えられ、この重要性を示唆する結果であつた。

細菌感染
rransfudon/Donau。 !

Fatalities Annual

Summary 2009

2009年 度(2008年 10月 1日 ～2009年 9月 30日 )にFDAが報告を受けた供血後および受
血後の死亡例の年報の概要が公表され、全80死亡例のうち、74例が受血者、6例 が供
血者に関する報告であった。前者につき、a)44例 は輸血に関連した死亡 b)輸血を死因
から除くことが出来ない死亡 c)8例 は輸血との因果関係がない死亡、と結論が成され、
輸血に関連した死亡の第一の原因はTRA日 (Transfusbn Re ated Acute Lung lnJury)で

:3例 (30%)あ り、過去5年間では減少を続けている。2009年 度ではHTR(Hemdytic
rransfu“ 。n ReacJon)およびTACO(Transfu“ on Assoc略 ted Circdatory Ove‖ oad)が 第
二の原因であるが、HTRについては2008年度より減少を示した。なお、ABO不適合によ
るHTR死亡4例は人為的ミスによるものであった。また、細菌感染による死亡5例 中2例

は黄色ブドウ球菌(過去5年 間の累積では1位のパベシアに次いで2位 )が原因であつ
た。2008年度に5例報告のあつた赤血球に関連した細菌感染の報告はなかったが、こ
の5例 はすべてバベシア感染であった。aphere● s血小板に関連した感染は微増を示し
たが、2001年度以降減少傾向にある。

真菌感染
ProMED― ma‖

201004261341

空中浮遊真菌であるCryptococcuS gatt‖ こつき、米国における新しい遺伝子型の発生
および病原性について研究が発表された。この新しい型はオレゴン州で死者を出し、カ
リフォルニアや近隣州へ移動する態勢にある。米国・太平洋北西部での最近のc gatt“

症例(21例 )の死亡率は25%で あり、一方、カナダ・BHJsh CdumЫ aでの218例中19名 の
死亡(87%)で ある。高病原性である新規o gattllは 弱毒株の遺伝子組換えが起きた可能
性があり、研究者らは、新規遺伝子型VGHcがオレゴン州におけるo gatt‖ 症例の主な原
因である事を見いだした。このVGHc型 の起源は分離されていないが、家畜動物である
ネコ・イヌ・アルバカ・ヒツジからの検出は、地域での獲得を示唆している。

アメリカ・トリパ
ノソーマ症

fransfusion 49
supplement); 2009
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米国の血液供給におけるT cruJ(TrypanOsOma cruJ)ス クリーニングの費用対効果に
ついての報告である。米国の供血血液の75-80Hこ T cru′スクリーニング検査が行われ
ており、29.000名 当たり1名 が陽性と考えられる。本報告では、T cruJの 脅威とその制圧
にかかる費用を評価するために、異なるスクリーニング条件下で受血者の仮想コホート
を設定し、生涯コストと健康に関する結果を比較するために、病気進行モデリングを用
いた。7つ の供血者もしくは献血検査の方法を分析し、スクリーニングしない場合と比較
した。その結果、モデルにおいて最も影響のあるパラメーターは輸血された患者層の特
徴と関連しており、生存率、健康状態一般(ut‖ ty)および11来の健康状態の低下率であ
る。T cruJに 関しては、血清陽性率および伝播効率が最も影響している。本分析は、選
択的なTc田 Jスクリーニングは全数検査とほぼ同等の効果があり、低コストであること
を提示している。

9 ベスノイチア症
FESA」 ourna1 2010:

8(2)1 1499

二FSA(EurOpean Food Safety Autholty:欧 州食品安全機関)は動物の健康および福
祉に関する委員会(Pand on AHAW】 こbo●ne besno面 o● s(ベスノイチア症)に関する科
学的見解を報告するよう求めた。最近の疲学的データは、EU加盟国内の畜牛群に
DeSnO面 o● sの症例数増加および地理的広がりを裏付けており、boun● besno面 odsは

EUにおいて新興疾患と考えられる。しかし、boune besno価 o● sの疫学は流行地域にお
ける感染・疾病の発病率・発生率、感染のルートおよび感染・疾病に関連したリスクファ
クターについて不明のままである。感染は、嚢胞を形成するアピコンプレックス寄生虫
Besnoba besno出 によつて引き起こされ、急性期および慢性期の両方で深刻な有害事
象を起こす。委員会はこの疾病について、特に農場主および獣医師に、臨床症状およ
び伝播ルートについて注意喚起する重要性を強調している。欧州での感染地域におけ

る疲学調査は、感染動物の重要性および伝播ルートの解明を必要としている。疫学お
よび疾病診断の進歩に関係した未回答の疑間に答えるためには、診断手段が更に発
展し標準化される必要がある。besno面 osヽをコントロールするための適切な手段およU

)熱
AヽBB Weekし Report

2010 March 19

オランダの血液バンクはオランダ国内で予想される0熱の2010年アウトブレイクに対す
る準備を行つている。疾病対策センターからの声明によると、11月 25日 現在、2009年の
オランダでは6死亡例を含む2.293症例が確認された。オランダ国内で血液バンク業務
を担当しているSanquい は、Q熱流行の期間、高リスク地域からの供血血液をスクリーニ

ングするNAT(nudet acd am口 ncauon tesung)検査を実施予定である。2009年 8月 に
Transfudon誌 のsupJemenJ[Q熱 ,Coxた‖a burneuiを 含めた病原菌のファクトシートが

掲載されたが、AABB's Transfusion Transmitted Dteases Commiteeは ファクトシート
更新のためにオランダからのデータを使用する予定である。

バベシア症

ABC Newsletter#41:
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へRC(AmeHcan Red Cross)はパベシア症のtFA大 報告を受け、米国フ州での供血検査の
実施を提案している。近くTransfusbn誌 に掲載予定の研究報告3報では、1供血血液の
BabeJa mtrotiに 対するigG抗 体を調査した結果、コネチカット州およびマサチューセッ
ツ州で広範囲な拡大が確認され、2ロードアイランド州における輸血を介した感染の広
がりを特定し、320052007年 にARCの Hemo●」hnce PrOgramに 報告されたT rB

Cransfusbntransmitted babesお Os)症例の分析が成された。これらの報告は、バベシ
ア症およびπBが増加している危険性への懸念が強調されており、ARCは感染地域で
の供血血液検査を行う2つの提案を作成した。まずコネチカット州で
FA(lmmunofluoresence assay)による(全血献血された)供血血液検査、陽性供血者の
供血延期などを行い、この結果次第ではあるが、他の6州 でも検査範囲を広げる予定
である。バベシア症はIxodes属 のマダニによって伝播し、大部分の感染者は無症候か
軽症で何ヶ月も続く可能性がある。現在、FDAが認可した検査方法はなく、寄生虫保有
者がl■ 血|´ f‐場合 亭而者への輸血丼命l´■盛塾の可能樟がある^

マラリア
CDC/MMWR 2010
March 5

Ю10年 1月 12日 にマグニチュード70の大地震がハイチを襲い、20万人が亡くなり、50万
人が家を失つた。Plasmodum faにわarumによるマラリアがハイチでは流行しており、屋
本でマラリアに感染するリスクが広がつている。米国CDC(Centers for Dた ease Control

nd Prevent on)は 11例のP faldparumに よるマラリア確定症例の報告を受け、このうち7

列は米国籍であつた。本報告では、この‖症例の概要およびハイチヘ旅行するヒトヘ

D適切な化学療法によるマラリア予防についての推奨が報告されている。

載毛虫症
mヽ」 Trop Med Hyg

,1(2):313-31612009

繊毛虫症における心合併症 :左心室血栓症の3例 目の症例報告である。ルーマニアに
おいて42歳女性が発熱・悪寒・悪心・嘔吐・疲労・筋肉痛・全身筋力低下により入院した
が、これらは調理不十分な豚肉を食べた3週間後に現れ、豚肉には繊毛虫の感染が確
認された。検査の結果は、繊毛虫症を示唆する軽度の自血球増加症・炎症・軽度の肝
臓および筋肉の細胞融解性症候群を示した。心エコーは心尖部の運動低下および血
栓様の心尖腫瘤を示し、織毛虫抗原を調べる免疫学的検査は陽性であった。治療後
の結果は良好であり、軽度の心電図変化が残る程度であった。

その他
IBC News (2009

ieotember 21 )

くコットランド全域で若い畜牛が死亡する原因不明の疾病の調査が行われている。こ
にまでに、18農場から25例が1ケ 月齢未満の動物が罹患する出血性仔牛症候群
Bleedhg Car syndrome)と 確定された。SAC(Scottish Ag面 cuturJ Cdlege)の 専門家
ま、ほとんど未知であるが、これまでに死に至る病気の急増は説明されていないと報告
ンた。罹患した畜牛は発熱が続き、開田部および内部出血に至る。病気の原因は不明
であるが、中毒、遺伝的異常および薬物反応が考えられている。イングランドおよび
ウェールズにおいても同様の例数が特定されているが、亭L牛群のみに検出されてい
る。
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